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高野町のくらしを支
ささ

えるしくみ第２章

町
まち

の人びとのための仕
し

事
ごと

◎
町の政

せい

治
じ

のしくみ

町長の仕事

町長は、町のお金の使い方や町民のくらしに関
かか

わる大切な仕事などを議
ぎ

会
かい

に提
てい

案
あん

し、議会で認
みと

められたことに基
もと

づ
いて、町づくりのための仕事をする
「執

しっ

行
こう

機
き

関
かん

」です。
町長は、町民により選

せん

挙
きょ

で選
えら

ばれ
ます。町民の先頭に立って、町議会
や町職

しょく

員
いん

と力を合わせながら、住み
よい町づくりを進めています。その
ために、県

けん

や国とも相
そう

談
だん

をしていま
す。 町長室

町
ちょう

役
やく

場
ば

の仕
し

事
ごと

町役場では、町議会で認められたことを
もとに、町民のための大切な仕事をしてい
ます。町民にとって住みやすい町にするよ
う、町長が中心となり、役

やく

割
わり

ごと各
かく

課
か

など
に分かれて、町づくりに取り組んでいます。
例
たと

えば、安
あん

全
ぜん

な水を供
きょう

給
きゅう

したり、高
こう

齢
れい

者
しゃ

や体の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人などを手助けしたり、道
路や公園を作ったり、災

さい

害
がい

に備
そな

えて避
ひ

難
なん

所
じょ

に食
しょく

料
りょう

や飲
いん

料
りょう

水
すい

を蓄
たくわ

えたりするなど、すべ
ての仕事が町民のくらしに関

かか

わっています。
また、富

ふ

貴
き

には富
ふ

貴
き

支
し

所
しょ

を置
お

いて、住民
のための仕事をしています。
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議員 教育長
ぎ  いん

定数10名
ていすう　　めい

きょういくちょう

町長
ちょうちょう

高野町行政組織図〔2021（令和３）年４月１日現在〕
こう  や  ちょうぎょうせい  そ  しき  ず げんざい

富
ふ

貴
き

支
し

所
しょ

高野町役場

ぎ  けつ  き  かん

町議会
（議決機関）

ぎ　 かい

町民
（18 歳以上に選挙権）

せんきょけんさい  い  じょう

みんちょう

しっこう  き  かん

町長
（執行機関）

町の仕事やきまり、予算などを決める
町民の意見や要望を町の仕事に反映させる

町
民
の
た
め
に
仕
事
を
す
る

町
民
の
声
を
聞
く

願
い
を
伝
え
る

ね
が
　
　
　
　
つ
た

せ
ん
き
ょ
　
　
え
ら

せ
ん
き
ょ
　
　
え
ら

み
ん

み
ん

ようぼう はんえい

町の仕事、きまり、
予算などを提案する

ていあん

選
挙
で
選
ぶ

選
挙
で
選
ぶ
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町の予算

町
ちょう

役
やく

場
ば

では、いろいろな仕事をするために多くの費
ひ

用
よう

が必
ひつ

要
よう

です。2020（令
和２）年度の高野町の必要な費用は、44億

おく

2,774万円でした。
この費用は、税

ぜい

金
きん

でまかなわれることになっています。高野町では、町民が納
おさ

める税
ぜい

金
きん

や町へ入る収
しゅう

入
にゅう

（自
じ

主
しゅ

財
ざい

源
げん

）は、予
よ

算
さん

の４分の１ほどで、それだけでは
十分ではありません。そのため、国や県からのお金（依

い

存
ぞん

財
ざい

源
げん

）で、不
ふ

足
そく

額
がく

を
補
おぎな

っています。このお金も、国民が納
おさ

めている税
ぜい

金
きん

です。
町
ちょう

予
よ

算
さん

は、町役場などで働く人びとの給
きゅう

料
りょう

を含
ふく

む総
そう

務
む

費
ひ

、道
どう

路
ろ

をよくするため
の土

ど

木
ぼく

費
ひ

、学校教育や社会教育をすすめるための教
きょう

育
いく

費
ひ

、そして民
みん

生
せい

費
ひ

、衛
えい

生
せい

費
ひ

、
農
のう

林
りん

業
ぎょう

費
ひ

、商
しょう

工
こう

費
ひ

、消
しょう

防
ぼう

費
ひ

などに使われています。

一
いっ

般
ぱん

会計　歳
さい

入
にゅう

歳
さい

出
しゅつ

決
けっ

算
さん

の内
うち

訳
わけ

〔2002（平成14）年度と2020（令和２）年度〕

町
ちょう

議
ぎ

会
かい

の仕事

高野町をくらしやすく、住みよい町にするためには、町
ちょう

民
みん

みんなで話し合って、
どうするのかを決めることが一番良い方法

ほう

です。しかし、町民全員が集まって話
し合うことは、大

たい

変
へん

むずかしいことです。
代わりに、町民が選

せん

挙
きょ

によって自分たちの代表者を選
えら

び、話し合いをしてもら
います。その代表者が町議会議員です。町議会は町議会議員が集まって、話し合
いをするところです。町議会は、町長が提

てい

案
あん

した町政
せい

の進め方について話し合っ
たり、町政

せい

が正しく行われているかを確かめたりする仕事をしていて、「議
ぎ

決
けつ

機
き

関
かん

」といいます。
町議会では次のようなことが話し合われています。

町議会のようす

下の写
しゃ

真
しん

（議会のようす）に写
うつ

っている手前の人たちが、町議会議員です。町
議会は３月、６月、９月、12月の４回開かれます。これを定

てい

例
れい

会
かい

といいます。
そのほか必

ひつ

要
よう

なときに、臨
りん

時
じ

会
かい

を開くことがあります。町議会のようすはイン
ターネットで配

はい

信
しん

され、町民に開かれた町議会をめざしています。

2002（平成14）年度 2020（令和２）年度

自主財源
   9億479万円
　　　 　21%

歳入合計
43億9,009万円

歳出合計
42億149万円

歳出合計
44億2,774万円

町税
4億1,813万円

10%

分担金負担額
4,104万円

1%

使用料及び手数料
6,886万円

2%

繰入金
2億34万円

5%

その他
1億7,641万円

4%

譲与税・交付金
1億3,811万円

3%
地方交付税

21億5,341万円
49%

総務費
6億1,191万円

15% 総務費
12億2,868万円

28%民生費
4億2,238万円

10%

民生費
5億9,134万円

13%

衛生費
5億5,862万円

13%

衛生費
5億6,397万円

13%

　　土木費
3億6,251万円

8%

農林業費
3億2,601万円

8%

農林業費
6,615万円

2%

土木費
5億7,274万円

14%消防費
1億8,411万円

4%

消防費
2億1,567万円

5%

教育費
5億1,792万円

12%
教育費

2億7,333万円
6%

公債費
6億5,200万円

16% 公債費
3億3,503万円

8%

議会費
7,882万円

2%
議会費

5,135万円
1%

商工費
8,678万円

2%

商工費
6億8,552万円

15%

災害復旧費
1億9,023万円

5%

災害復旧費
5,418万円

1%

国庫支出金
4億1,526万円

9%

県支出金
1億2,878万円

3%

町債
6億4,974万円

15%

依存財源
　 34億8,530万円
　　　     79%

依存財源
　 31億2,699万円
　　　     68%

歳入合計
45億8,283万円

町税
3億6,632万円

8% 使用料及び手数料
7,298万円

2%

繰入金
5億3,328万円

12% 寄付金
7,089万円

2%

その他
2億4,879万円

5%

譲与税・交付金
1億6,358万円

4%地方交付税
19億47万円

41%

国庫支出金
8億4,610万円

18%

県支出金
1億3,707万円

3%

町債
2億4,335万円

5%

自主財源
14億5,584万円
　　　 　32%

けん し しゅつきん

ぶんたんきん ふ たんがく

まんえん
まんえん

まんえんくりいれきん

くりいれきん

おく

おく

じょう  よ  ぜい

ちょうぜい

ちょうさい

こう  ふ  きん

しょうこう ひ

しょうこう ひ

ぎ  かい ひ

ぎ  かい ひ

そう  む　ひ

みんせい ひ

えいせい ひ

のうりんぎょう ひど  ぼく ひ

しょうぼう ひ しょうぼう ひ

きょういく  ひ

きょういく  ひ

こう さい ひ

こう さい ひ

た

まんえん

おく まんえん

おく

じ しゅざいげん

い ぞんざいげん

ち ほうこう  ふ ぜい

さいがいふっきゅうひ

さいがいふっきゅうひ

まんえん

ちょうぜい

おく まんえん

おく まんえん

じ しゅざいげん

おく まんえん

おく まんえん

い ぞんざいげん

おく まんえん

おく

ち ほうこう  ふ ぜい

おくまんえん

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

まんえん

まんえん

まんえん

まんえん

おく まんえん

そう  む　ひ

おく まんえん

おく まんえん

みんせい ひ

えいせい ひ

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

のうりんぎょう ひ

まんえん

おく まんえん

ど  ぼく ひ

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

おく まんえん

まんえん

まんえん

おく

た

まんえん

まんえん

き   ふ  きん

おく まんえん

じょう  よ  ぜい こう  ふ  きん

おく まんえん

し ようりょうおよ

さいにゅうごうけい

さいしゅつごうけい さいしゅつごうけい

おく まん えん

おく まん えん おく まん えん

さいにゅうごうけい

おく まん えん

て すうりょう

し ようりょうおよ て すうりょう

こっ  こ   し しゅつきん

おく まんえん

けん し しゅつきん

おく まんえん

おく まんえん

ちょうさい

おく まんえん

おく まんえん

こっ  こ   し しゅつきん

おく まんえん

議会のようす 議会のようす 町議会議員の会議のようす

高野町

日本

高野町の新ルール

賛成 反対・

町民からの要望や意見
ちょうみん ようぼう い  けん

町の人たちが納める税金の使い方国や県から入るお金の使い方

町の新しい仕事や計画

おさけん つか ぜい

町のきまり（条例）を決めること
きじょうれい
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みんなの役
やく

に立つ施
し

設
せつ

◎
観
かん

光
こう

情
じょう

報
ほう

センター

観光情報センターは、インフォメーションセンターや
ツーリズムビューローの機

き

能
のう

に加
くわ

え、高野町の「観光・
文
ぶん

化
か

の発
はっ

信
しん

基
き

地
ち

」としての側
そく

面
めん

も持
も

ち合わせた総
そう

合
ごう

的
てき

な
施
し

設
せつ

です。
この施設は、新しい観光地の拠

きょ

点
てん

としての役
やく

割
わり

を果
は

たすために作られました。
熊
くま

野
の

や白
しら

浜
はま

など紀
き

伊
い

半
はん

島
とう

全
ぜん

体
たい

の入口としての役割をもった高野山をめざしていま
す。また、最

さい

近
きん

ではイン
バウンドとよばれる多く
の外国人観

かん

光
こう

客
きゃく

が高野山
を訪

おとず

れます。高野山の地
でいい思い出を作っても
らえるように、さまざま
な情

じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

しています。

高野町まちかどサロン～縁
えん

～

高野町まちかどサロン〜縁〜は、高野町の生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

の施
し

設
せつ

として、町
ちょう

民
みん

同
どう

士
し

が
交
こう

流
りゅう

できるサロンです。ボランティアによる読み聞かせや工作、手
しゅ

芸
げい

や書道教室
などさまざまな催

もよお

しを行っています。

学びの交
こう

流
りゅう

拠
きょ

点
てん

整
せい

備
び

事
じ

業
ぎょう

この事業により建
た

てられる新しい施
し

設
せつ

には、教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

やこども園、小学
校、中学校、公民館などの教育施設が
すべて集約されます。ここは、子ども
から高

こう

齢
れい

者
しゃ

までのあらゆる世代が積
せっ

極
きょく

的
てき

に交流し、ともに学び、楽しみ、喜
び、安らぎ、感

かん

動
どう

できる魅
み

力
りょく

ある「学
びの交流拠

きょ

点
てん

」となることをめざして
います。
この建物は、町民の意見と建設事業

者からのアイデアを取り入れ、2024
（令和６）年夏に完

かん

成
せい

します。

高野町の小学校と中学校

現在ある学校
〔　　　〕内は学校のできた年月日

廃
はい

校になった学校
〔　　　〕内は学校のできた年月日 廃

はい

校年月日

花
はな

坂
さか

小学校
〔1875（明８）９.23〕

杖
つえ

ヶ
が

薮
やぶ

小学校	 	 〔1876 明９.２.６〕 1991.３.31
高野山小学校大

おお

滝
たき

分校	 〔1912 大元.９.１〕 1991.３.31
高野山小学校高

たか

根
ね

分校	 〔1876 明９.10.14〕 2001.３.31
高野山小学校相

あい

ノ
の

浦
うら

分校	 〔1883 明16.４.１〕 2004.３.31
花坂小学校湯

ゆ

川
かわ

分校	 〔1902 明35.12.３〕 2004.３.31
高野山小学校 富

ふ

貴
き

中学校筒
つつ

香
が

分校	 〔1947 昭22.４.１〕 1997.３.31
〔1908（明41）６.１〕
高野山中学校 高野山中学校	 花

はな

坂
さか

分校	〔1947 昭22.４.１〕 1970.３.31
〔1947（昭22）４.１〕  　　〃	 杖

つえ

ヶ
が

薮
やぶ

分校	〔1947 昭22.４.１〕 1970.３.31
富
ふ

貴
き

中学校  　　〃	 相
あい

ノ
の

浦
うら

分校	〔1948 昭23.４.１〕 1970.３.31
〔1947（昭22）４.１〕
2019.３.31　休校

 　　〃	 湯
ゆ

川
かわ

分校	〔1948 昭23.４.１〕 1970.３.31
 　　〃	 大

おお

滝
たき

分校	〔1949 昭24.４.１〕 1970.３.31
以上 1970昭45.４.１本校に統

とう

合
ごう

高野山小学校富
ふ

貴
き

分校 白
しら

藤
ふじ

小学校	 〔1878 明11.３.10〕 2008.３.31
〔2020（令２）４.１〕 筒

つつ

香
が

小学校	 〔1873 明６.４. １ 〕 2006.３.31
富
ふ

貴
き

小学校	 〔1876 明９.１.10〕 2020.３.31
西
にし

細
ほそ

川
かわ

小学校	〔1880 明13.４.12〕 2005.３.31 
高野町まちかどサロン～縁～ 高野町まちかどサロン～縁～　書道教室のようす

学びの交
こう

流
りゅう

拠
きょ

点
てん

完
かん

成
せい

予
よ

想
そう

図
ず

（高野町ホームページ）

学びの交流拠点完成予想図（高野町ホームページ）
観光情

じょう

報
ほう

センター 観光情報センター　中のようす

インフォメーションセンター
さまざまの情報の案内所

ツーリズムビューロー
旅行案内所または観光案内所
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みんなのくらしを守
まも

る施
し

設
せつ

◎
くらしとごみ

ごみの処
しょ

理
り

高野町では、たくさんのごみを収
しゅう

集
しゅう

しやすいように、種
しゅ

類
るい

別
べつ

のごみ袋
ぶくろ

や集
あつ

める
場
ば

所
しょ

、そして、ごみ収集地区やごみを出す曜日などのきまりを決
き

めています。も
えるごみやプラスチック類

るい

、ペットボトルは、それぞれ町指
し

定
てい

のごみ袋に入れて、
ごみ収集場所へ出します。アルミ缶

かん

やビンなどのようにリサイクルできる物は、
種類別に分けてコンテナに入れます。新聞紙や段

だん

ボールは、束
たば

ねてごみ収集場所
へ出します。出されたごみは、ごみ収集車で集められます。集められたごみは、
橋
はし

本
もと

周
しゅ

辺
へん

広
こう

域
いき

ごみ処理場エコライフ紀
き

北
ほく

へ運
はこ

ばれ処
しょ

理
り

されます。

②ごみを集める

③ごみ処
しょ

理
り

場へ運ぶ

①ごみを出す

〇焼却処分するごみ

〇リサイクルするごみ

焼
しょう

却
きゃく

炉
ろ

では、900度以上の熱
ねつ

でごみをもやしています。

焼却炉のようす

分
ぶん

別
べつ

された後、手作業で選
せん

別
べつ

するものもあります。

○ごみの集め方

○ごみのゆくえ

○ごみの分け方
町指定のごみ袋に入れ、ごみ収集場所へ出す

指定されたコンテナに入れる

リサイクルマーク

集
あつ
められたごみは、焼

しょう
却
きゃく
処
しょ
分
ぶん
するものとリサイクルするものなどに分けられます。

もやした後に出る灰
はい
や処
しょ
理
り
できないものは、埋

う
め立て処理場に運ばれ、埋

う
め立てられます。
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くらしと水

高野山の水道の歴
れき

史
し

は、空海が真
しん

言
ごん

密
みっ

教
きょう

の根
こん

本
ぽん

道場として開
かい

創
そう

した時から始ま
ります。当時は、竹

ちく

管
かん

を使って谷川の豊
ほう

富
ふ

な水を生活用水に使
し

用
よう

していました。
高野山は、1925（大正14）年に高野下まで鉄

てつ

道
どう

が開
かい

通
つう

したことにより、観光
の町として発

はっ

展
てん

しました。しかし、高野山を訪
おとず

れる人が多くなったので、水の汚
よご

れが問
もん

題
だい

になってきました。さらに、伝
でん

染
せん

病
びょう

が発
はっ

生
せい

し
たため、上水道、下水道の整

せい

備
び

が急
きゅう

務
む

となりました。
このため、1933（昭

しょう

和
わ

８）年、相
あい

ノ
の

浦
うら

峡
きょう

谷
こく

に貯
ちょ

水
すい

池
ち

を設
もう

け、高野山地
ち

区
く

に配
はい

水
すい

する施
し

設
せつ

を整
せい

備
び

しました。
1936（昭和11）年に給

きゅう

水
すい

を開
かい

始
し

しました。

水はどこから

現
げん

在
ざい

、高野町で使
つか

われている水道の水は、
渓
けい

谷
こく

を流
なが

れる表
ひょう

流
りゅう

水
すい

を水
すい

源
げん

としています。
町内には複

ふく

数
すう

の水
すい

源
げん

があります。これらの
水源から取

と

り入れた水は、浄水場できれい
にされ配水池に送られます。配水池にため
られた水は、水

すい

道
どう

管
かん

を通って各
かく

家庭に送
おく

ら
れています。

ごみの量
りょう

高野町で１年間に出されるごみの量は、約
やく

1,500
トン
です。町民１人あたりが出

すごみの量には、観
かん

光
こう

客
きゃく

が出すごみの量が含
ふく

まれているため、和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

の平
へい

均
きん

よ
りも多くなっています。
もえるごみの量の30％以

い

上
じょう

は、生ごみが占
し

めています。
高野町では、家

か

庭
てい

から出る生ごみを減
へ

らすために、生ごみの
水切りによるごみの減

げん

量
りょう

化
か

を進
すす

めています。そのひとつとし
て、生ごみ処

しょ

理
り

機
き

器
き

の利
り

用
よう

を考えています。その購
こう

入
にゅう

経
けい

費
ひ

の
一
いち

部
ぶ

を補
ほ

助
じょ

する制
せい

度
ど

も設
もう

けています。
今後高野町では、ごみを減

へ

らす工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

になってきます。

令和元年平成 30年平成 29年

総排出量（ｔ）

もえるごみ（ｔ）

もえないごみ（ｔ）

リサイクルするごみ（ｔ）

そうはいしゅつりょう

（トン）

200

0

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

令和元年平成 30年平成 29年

高野町（ｇ）

和歌山県（ｇ）

全国（ｇ）
ぜんこく

（ｇ）

高野町で出されたごみの量� （高野町役
やく
場
ば
資
し
料
りょう
）

１人１日当たりのごみの排
はい

出
しゅつ

量
りょう

の推
すい

移
い

� （高野町役場資料）

真
しん

別
べっ

処
しょ

水
すい

源
げん

相
あい

ノ
の

浦
うら

水
すい

源
げん

玉
たま

川
がわ

水
すい

源
げん

生ごみ処
しょ

理
り

機
き

器
き

家庭で生ごみの処
しょ
理
り
をし

て排
はい
出
しゅつ
量を減

へ
らす機器。

微
び
生
せい
物
ぶつ
で分

ぶん
解
かい
する、バイ

オ式、熱
ねっ
風
ぷう
で処

しょ
理
り
する乾

かん

燥
そう
式などがある。バイオ

式では生ごみを堆
たい
肥
ひ
にす

ることができる。

水道
きれいな水を人

ひと
々
びと
に送

おく
る水路や施

し
設
せつ

全
ぜん
般
ぱん

下水道
汚
よご
れた水を処

しょ
理
り
場に集

あつ
めてきれいな

水にし、川や湖
みずうみ
に戻
もど
す施設全般
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よごれた水のゆくえ

上水道が整
ととの

えられた年と同じ1936（昭
しょう

和
わ

11）年に、高野山地区の下水道もで
きあがりました。当時としては全

ぜん

国
こく

でも数少ない優
すぐ

れた下水処
しょ

理
り

システムを誇
ほこ

っ
ていました。しかし、施

し

設
せつ

が古くなっ
たことや下水の量も増

ふ

えたことなどが
原
げん

因
いん

で、河
か

川
せん

の汚
よご

れが目立つようにな
りました。そこで、1975（昭和50）
年から５か年計画で、新しく高野山下
水処

しょ

理
り

場
じょう

が作られました。これにより、
町人口の75％を占

し

める高野山地区の
汚
お

水
すい

を処
しょ

理
り

できるようになりました。
また、西

にし

細
ほそ

川
かわ

地区では、1997（平
へい

成
せい

９）年に下水処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

として、不
ふ

動
どう

谷
たに

浄
じょう

化
か

センターが完
かん

成
せい

しました。
これらの下水処

しょ

理
り

場
じょう

は、汚
よご

れた水を
きれいにし、川に流しています。この
ことにより、町が清

せい

潔
けつ

に保
たも

たれ、人
ひと

び
とは快

かい

適
てき

に生活ができています。

きれいな水にする工
く

夫
ふう

高野町は、「安
あん

全
ぜん

・安心な水道水の安定供
きょう

給
きゅう

」と「災
さい

害
がい

に強い水道」を目
もく

標
ひょう

に
水道事

じ

業
ぎょう

を行っています。安全で安心な水を毎日欠
か

かさず学校や家
か

庭
てい

に送
おく

るため
に、時間ごとに水の量

りょう

や消
しょう

毒
どく

薬
やく

の量を調
ちょう

節
せつ

しています。いつトラブルが起
お

きても
すぐに対

たい

応
おう

できます。また、水もれの調
ちょう

査
さ

をしたり、新しい水道管
かん

に取
とり

替
か

えたり
もしています。
このように、町役場の人たちは、わたしたちの生活にとって大切な水を守

まも

って
くれています。

〔高野山地
ち
区
く
の給

きゅう
水
すい
区
く
域
いき
〕

西
さい
院
いん
谷
だに
、南

みなみ
谷
だに
、谷
たに
上
がみ
谷
たに
、小

お
田
だ
原
わら
谷
だに
、五

ご
の室
むろ
谷
だに
、一

いっ
心
しん
院
いん
谷
だに
、千
せん
手
じゅ
院
いん
谷
だに
、蓮
れん
花
げ
谷
だに
、

奥
おく
ノ
の
院
いん
谷
だに
、十

じゅう
五
ご
ノ
の
尾
お
、桶
おけ
谷
たに
、千
せん
本
ぼん
槙
まき
、内
ない
子
ご
谷
だに
川
がわ
の一部、花

はな
坂
さか
の一部

〔富
ふ
貴
き
地
ち
区
く
の給

きゅう
水
すい
区
く
域
いき
〕

成
なり
金
きん
、中
なか
々
なか
村
むら
、森
もり
、共

きょう
立
りつ
、下
しも
天
てん
神
じん
、上
かみ
天
てん
神
じん
、名

な
迫
さこ
、新
しん
生
せい
、桑
くわ
原
ばら
、上
かみ
馬
ば
場
ば
、馬

ば
場
ば

手
て
、松
まつ
岡
おか
、上
かみ
稲
いな
葉
ば
、中
なか
稲
いな
葉
ば
、下
しも
稲
いな
葉
ば
、桜

さくら
地
じ
蔵
ぞう
の一部、上

かみ
手
て
の一部、塙

はね
手
で
の一部

〔高野町の水の使用量〕

◦�１人が１日に使う水の量は200～300Ｌ	
（１Ｌの牛乳パックで200～300本分！）

◦�町全体で１日に使う水の量は約1,200㎥	
（５コースある小学校のプールで約４はい分）

※�５コースある小学校のプール：長さ25ｍ、幅10ｍ、	
深さ1.2ｍとします。

１立方メートル
たて、横、高さがそれぞれ
１mのよう器

き
に入る量を	

１㎥（１立方メートル）と
いいます。
１㎥は1,000Ｌで、１Ｌの牛乳
パック1,000本分になります。

高野山浄
じょう

水
すい

場
じょう

富
ふ

貴
き

浄
じょう

水
すい

場
じょう

高野山下水処
しょ

理
り

場
じょう

不動谷浄
じょう

化
か

センター

1m

1m

1m
1㎥

1㎥＝ 1L
牛乳 ×1,000本
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高野山とその周
しゅう

辺
へん

の山やまは信
しん

仰
こう

の象
しょう

徴
ちょう

でもあり、汚
お

物
ぶつ

をもって汚
よご

すことがは
ばかられていました。そのために、高野山では豊

ほう

富
ふ

な水
すい

量
りょう

を活かして、糞
ふん

尿
にょう

の処
しょ

理
り

を行ってきました。この方
ほう

式
しき

は、高野山独
どく

特
とく

のものです。昔、高野山の便
べん

所
じょ

の
下には、いつも水が流

なが

れて
いました。川の力で糞

ふん

尿
にょう

を
運
はこ

び流
りゅう

下
か

する間に、希
き

釈
しゃく

、
沈
ちん

殿
でん

、曝
ばっ

気
き

など、川の自
じ

浄
じょう

作用により、浄
じょう

化
か

する仕組
ができていたのです。
このことから、高野山に

は昔から自然の力による浄
じょう

化
か

設
せつ

備
び

があったことになり
ます。

●１

●２

●３

●４

●５
●６

●７ ●８
●10

●11

●９

傾斜型スクリーン

流量調整槽

投入汚泥 蒸気

消化汚泥
濃縮汚泥

メタンガス ボイラー
ガスタンク

定量供給装置 水処理施設

汚泥処理施設
お  でいしょ  り　し  せつ

みずしょ  り　し  せつ

ポンプ場

終末処理場
しゅうまつしょ  り  じょう

じょう

汚泥処分

遠心脱水機

最終沈でん池

消毒接触タンク
放流

最初沈でん池

回転円板生物接触槽
雨水マス ポンプ

汚水マス 下水管渠

汚水マス
汚水

汚泥ガス

汚水マス

河
川

マ
ン
ホ
ー
ル

バ
イ
パ
ス事業所

公共施設など

  じ  ぎょうしょ

こうきょう  し  せつ

う  すい

お  すい

お  すい

お  すい

お  すい

けいしゃがた
家庭
か  てい

ていりょうきょうきゅうそう  ち

かいてんえんばんせいぶつせっしょくそう

さいしょちん　　　　 ち
さいしゅうちん　　　　 ち

ほうりゅう

しょうどくせっしょく

とうにゅう  お  でい

お  でい

のうしゅく  お  でい

汚泥濃縮槽
  お  でいのうしゅくそう

汚泥消化槽
お  でいしょう か   そう

しょう  か　お  でい

お  でいしょぶん

えんしんだっすい  き
じょう  き

りょうりょうちょうせいそう

げ  すいかんきょ

か  

せ
ん

●１

●２

●３

●４

●５
●６

●７ ●８
●10

●11

●９

傾斜型スクリーン

流量調整槽

投入汚泥 蒸気

消化汚泥
濃縮汚泥

メタンガス ボイラー
ガスタンク

定量供給装置 水処理施設

汚泥処理施設
お  でいしょ  り　し  せつ

みずしょ  り　し  せつ

ポンプ場

終末処理場
しゅうまつしょ  り  じょう

じょう

汚泥処分

遠心脱水機

最終沈でん池

消毒接触タンク
放流

最初沈でん池

回転円板生物接触槽
雨水マス ポンプ

汚水マス 下水管渠

汚水マス
汚水

汚泥ガス

汚水マス

河
川

マ
ン
ホ
ー
ル

バ
イ
パ
ス事業所

公共施設など

  じ  ぎょうしょ

こうきょう  し  せつ

う  すい

お  すい

お  すい

お  すい

お  すい

けいしゃがた
家庭
か  てい

ていりょうきょうきゅうそう  ち

かいてんえんばんせいぶつせっしょくそう

さいしょちん　　　　 ち
さいしゅうちん　　　　 ち

ほうりゅう

しょうどくせっしょく

とうにゅう  お  でい

お  でい

のうしゅく  お  でい

汚泥濃縮槽
  お  でいのうしゅくそう

汚泥消化槽
お  でいしょう か   そう

しょう  か　お  でい

お  でいしょぶん

えんしんだっすい  き
じょう  き

りょうりょうちょうせいそう

げ  すいかんきょ

か  

せ
ん

下水処
しょ

理
り

のしくみ

昔の下水道

昔の水洗便所

かわや

上の図について
❶から⓫の装

そう

置
ち

などの説
せつ

明
めい

は、高野町ホームページ内の「上下水道（下水道のしくみ）」にあります。
図のおおまかな構

こう

成
せい

（見方）は次のようになります。

家庭

事業所
公共施設

など

ポンプ場
❶

水処理施設
❷～❻

雨水
河川

汚水
汚水

投入汚泥

終末処理場

汚泥処理施設
❼～�

お  でいしょ  り　し  せつ

汚泥処分
お  でいしょぶん

お  すい

お  すい

か  てい

じ  ぎょうしょ

こうきょう  し  せつ

か  せん

じょう

う  すい

みずしょ  り　し  せつ

しゅうまつしょ  り  じょう

放流
ほうりゅう

とうにゅう  お  でい
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「地
ち

域
いき

医
い

療
りょう

」と「観
かん

光
こう

地
ち

医
い

療
りょう

」

高野山総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

には、内科、外科、眼
がん

科
か

、小
しょう

児
に

科
か

、総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

科
か

があり、町
ちょう

民
みん

は健
けん

康
こう

を守
まも

り、安
あん

心
しん

して生活することができています。また、橋
はし

本
もと

市
し

民
みん

病
びょう

院
いん

から
整
せい

形
けい

外科や総
そう

合
ごう

内科などの医
い

師
し

が勤
きん

務
む

するなど、他の病院との連
れん

携
けい

も図っていま
す。さらに、観光地でもある高野町には、年間百数十万人にも及

およ

ぶ多くの観
かん

光
こう

客
きゃく

が訪
おとず

れます。安心して高野町に来てもらえるよう救
きゅう

急
きゅう

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

としての役
やく

割
わり

も果
は

たしています。
また、西

にし

富
ふ

貴
き

には富
ふ

貴
き

診
しん

療
りょう

所
しょ

があります。2015（平成27）年にへき地
ち

医
い

療
りょう

拠
きょ

点
てん

病院として指
し

定
てい

されました。地
ち

域
いき

医
い

療
りょう

を支
ささ

える拠
きょ

点
てん

として重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を果たし
ています。

訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りょう

、訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

診
しん

療
りょう

所
しょ

では、医
い

師
し

や看
かん

護
ご

師
し

による訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りょう

や訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

を計画的に行っています。
そのおかげで、通院が困

こん

難
なん

な患
かん

者
じゃ

さんも、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

や家
か

庭
てい

で安心して療
りょう

養
よう

することができます。

高野山総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

高野山総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

の歴
れき

史
し

は古く、第
だい

２次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

の終
お

わり頃
ごろ

、高野山金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

と大
おお

阪
さか

帝
てい

国
こく

大学との間で、病
びょう

院
いん

設
せつ

立
りつ

の計画が立ち上がりました。1945
（昭

しょう

和
わ

20）年に高野山厚
こう

生
せい

病
びょう

院
いん

として
診
しん

療
りょう

を開
かい

始
し

しました。
その後、1952（昭和27）年、高野
山厚

こう

生
せい

病
びょう

院
いん

は、金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

から高野町へ
委
い

譲
じょう

され、町立の高野町厚
こう

生
せい

病院とな
りました。1966（昭和41）年には病
院を改

かい

築
ちく

し、高野町立高野山病院と名
めい

称
しょう

を変
へん

更
こう

しました。
2012（平

へい

成
せい

24）年、高野町立高野
山総

そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

に名
めい

称
しょう

を変
へん

更
こう

し、現
げん

在
ざい

に
至
いた

っています。

小、中学校での出前授業

高野山総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

では、医
い

師
し

、看
かん

護
ご

師
し

などが町内の学校へ出向き、出前授
業を実

じっ

施
し

しています。児童生徒が、医師や看護師の仕事について学んだり、看護
技
ぎ

術
じゅつ

を体験
けん

したり、「命の大切さ」について考えたりすることを通して、医
い

療
りょう

に
関
かん

するさまざまなことを学べる機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

しています。

高野山総
そう

合
ごう

診
しん

療
りょう

所
しょ

富
ふ

貴
き

診
しん

療
りょう

所
しょ

小学校での出前授業のようす 中学校での出前授業のようす
訪問診療、訪問看護
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安
あん

全
ぜん

、安心なくらしを支
ささ

える警
けい

察
さつ

高野町には、高野幹
かん

部
ぶ

交番と富
ふ

貴
き

警
けい

察
さつ

官
かん

駐
ちゅう

在
ざい

所
しょ

が
あり、町

ちょう

民
みん

や高野町を訪
おとず

れる人びとの安全を守
まも

って
います。高野山は、真

しん

言
ごん

宗
しゅう

の中心地であり、県
けん

下
か

で
も有

ゆう

数
すう

の観
かん

光
こう

地
ち

でもあります。そのため、県内外か
ら毎年多くの人びとが高野山を訪

おとず

れます。
高野幹

かん

部
ぶ

交番は、交通事
じ

故
こ

にあわないように、こ
ども園や小学校などで交通安全教室を開

ひら

いたり、町
内のパトロールや取

と

り締
しま

りに力を入れたりしていま
す。また、町民や観光客を犯

はん

罪
ざい

から守るために、巡
じゅん

回
かい

や検
けん

問
もん

などの防
ぼう

犯
はん

活
かつ

動
どう

も行っています。

歩
ほ

行
こう

者
しゃ

の安全を守る

交通事故を防
ふせ

ぐために、警
けい

察
さつ

や町
ではいろいろな人が協

きょう

力
りょく

し合ってい
ます。町民や観光客が安心して道路
を歩くことができるように、歩道が
ない道路にグリーンベルトを設

せっ

置
ち

す
るなど、さまざまな備

そな

えを行ってい
ます。
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高野幹
かん

部
ぶ

交番

交通安全教室

登
とう

校
こう

指
し

導
どう

グリーンベルト

富
ふ

貴
き

駐
ちゅう

在
ざい

所
しょ スクランブル交

こう

差
さ

点
てん

高野町の交通事
じ

故
こ

などの推
すい

移
い

和歌山県の交通事
じ

故
こ

などの推
すい

移
い

� （和歌山県警察本部資料）

広い歩道 点字ブロック
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高野町消
しょう

防
ぼう

本部（署
しょ

）では、
普
ふ

段
だん

から災
さい

害
がい

に備
そな

えて消
しょう

火
か

訓
くん

練
れん

や救
きゅう

助
じょ

活動の訓練を行っていま
す。また、家

か

屋
おく

の火
か

災
さい

や森林火
か

災
さい

が起
お

きないように、広
こう

報
ほう

活動
や火

か

災
さい

が発生した時のために地
ち

域
いき

の消火訓練の指
し

導
どう

も行います。

高野町消
しょう

防
ぼう

団
だん

の歴
れき

史
し

は古く、1883（明
めい

治
じ

16）年に金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

に消
しょう

防
ぼう

組
そ

織
しき

が作ら
れたのがその始

はじ

まりです。消防団は町内の地
ち

域
いき

ごとに３分
ぶん

団
だん

が組
そ

織
しき

され、高野町
消防本

ほん

部
ぶ

（署
しょ

）と協
きょう

力
りょく

して、大
切な人

じん

命
めい

と郷
ぎょう

土
ど

を守るために活
かつ

動
どう

しています。

火
か

災
さい

、災
さい

害
がい

からくらしを守
まも

る消
しょう

防
ぼう

高野町は山
さん

間
かん

部
ぶ

に位
い

置
ち

し、森林がその多くを占
し

め
ています。町の中心地には多くの寺や家が集

あつ

まって
います。大切な文

ぶん

化
か

財
ざい

も数多くあります。高野町消
しょう

防
ぼう

本部（署
しょ

）は、火
か

災
さい

から人
じん

命
めい

や財
ざい

産
さん

を守り、また、
水
すい

害
がい

や地
じ

震
しん

などの自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が起
お

きた場合にも救
きゅう

助
じょ

活
かつ

動
どう

にあたります。
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じ　こ

いっぱん  ふ  しょう

高野町消
しょう

防
ぼう

本部

救
きゅう

命
めい

講
こう

習
しゅう

AED

消防団の訓
くん

練
れん

消防団の訓
くん

練
れん

救
きゅう

急
きゅう

出動件
けん

数
すう

の推
すい

移
い

救
きゅう

急
きゅう

出動件
けん

数
すう

（令和２年度）

消防団の３分団
第１分団　高野山地区（98名）
第２分団　高野山周辺地区（40名）
第３地区　富

ふ
貴
き
・筒
つつ
香
が
地区（42名）

（　）内は2021（令和３）年団員数

金
こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

消
しょう

防
ぼう

組
そ

織
しき
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